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52.4 歳、2009 年は 57.8 歳で、10 年以上経って
平均年齢が高くなっている。60 歳以上の割合は
1996 年の 24.1% から 2009 年は 47.4% にシフト
しており、高齢化が進んでいることを示している。
　経営者が高齢化すると何が問題になるのだろう
























ケート調査」（2012 年 11 月、㈱野村総合研究所）
出所）『中小企業白書』（2013 年度版）
図 2　規模別・経営者年齢別の経常利益の状況





注） 3 つまでの複数回答のため各項目の合計は 100% を超
える

































































































































































M&A報告書』（2008 年 3 月）、財団法人 商工総
合研究所の『平成 20 年度　調査研究事業報告書 








































　同社は、創業が 1917 年で、資本金 5,000 万円、
























　同社は、創業が 1967 年で、資本金 1,200 万円、


















が 15%、工作機械分野が 10% などと、顧客を多
様化させたポートフォリオとなっている。
　同社の創業者は井上氏の父の井上新氏で、井上















のだという。井上氏は、入社 2年後の 30 歳のと
きに、社長に就任している。
③水戸精工株式会社
　同社は、創業が 1967 年で、資本金 1,000 万円、
























1962 年で、資本金 9,720 万円、従業員数 206 名
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